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合計

企業勤務者 6,512人 76.6% 1,988人 23.4% 8,500人

公務員 828人 82.8% 172人 17.2% 1,000人

専業主婦・主夫 16人 3.2% 484人 96.8% 500人

合計 7,356人 73.6% 2,644人 26.4% 10,000人

男性 女性

調査概要

（1）調査名： 金融リテラシー1万人調査

（2）調査方法： リサーチ会社を利用したWEBアンケート

（3）調査期間： 2021年2月19日（金）～2月21日（日）

（4）調査対象： 企業勤務者8,500名(企業規模300人以上の会社)および、
公務員1,000名、専業主婦・主夫500名の合計10,000人を対象
※ 企業勤務者(8,500人)の年代(30歳代以下・40歳代・50歳代以上)および男女の構成比は、総務省
「就業構造基本調査」(平成29年)における正規職員・従業員300人以上の企業と同分布となるよう割付。

（5）本調査設問数： 36問

＜男女別＞

※本レポートでは、コロナ禍における行動および投資に関する設問を中心に分析
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コロナ禍における行動変化と投資状況について

はじめに

 当研究所では、毎年定期的に、金融リテラシーの調査を目的としたアンケートを1万人に対して実施して

いる。調査は、金融リテラシーの変化を継続的に捉えるための定型設問と、その年の調査テーマを分析す

るためのテーマ設問で構成している。

 2019年末以降、新型コロナウイルスの感染拡大による活動自粛をはじめとする感染拡大防止措置の

長期化に伴い、社会・経済に広範な影響が生じている(以下、コロナ禍)。そこで今回の調査では、コロナ

禍による人々の行動や投資状況の変化を捉えるためのテーマ設問を設けた。

 本レポートでは、企業勤務者、公務員、専業主婦・主夫の職業による傾向の差を調査データより紹介

する。なお、コロナ禍による行動や投資の変化は、若年層程大きい傾向が見られた。年代別の分析につ

いては、「企業勤務者・年代別分析編」のレポートをご参照いただけると幸いである。
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 生活時間の使い方の変化を見ると、 “家事”は増加した一方で、“身の回りの用事・食事”や“買い物”、企業勤

務者における“通勤・移動時間”は減少した。〈6、7頁〉

 余暇時間の使い方については、スポーツ観戦や旅行等、外出が必要な活動が減少した一方で、家族団らんや

TV・WEBサイト・SNS等のメディアに触れる機会、読書・音楽鑑賞等、外出不要な活動に充てる時間が増加。

企業勤務者については、自己啓発や資産運用等に充てる時間が増加した傾向も見られた。 〈8、9頁〉

１．コロナ禍における行動変化

２．コロナ禍における収入の変化と投資状況

 コロナ禍により世帯の収入が減少した割合は2～3割。〈12頁〉

 経済面・金銭面の不安は7割前後の人が、雇用面の不安は公務員以外では過半数が感じているとの結果が確

認できた。〈13頁〉

 投資検討あるいは実施の状況は、職業により傾向に差がある(投資を実施している人の割合は、企業勤務者

55％、公務員40％、専業主婦・主夫24％)が、投資検討あるいは実施のきっかけとして“コロナ禍”を挙げる

人の割合は、1割前後存在する。〈14、15頁〉
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Divider 1

1. コロナ禍における行動変化
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ガイド生活時間の使い方の変化①

（n＝10,000） （単回答）

コロナ禍による生活時間の使い方の変化(1/2)
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

“身の回りの用事・食事”や企業勤務者における“通勤・移動時間”は、コロナ禍により減少傾向。

24.9%

11.8%

11.8%

13.6%

6.5%

16.6%

3.4%

2.7%

0.8%

12.9%

11.8%

11.5%

11.2%

11.2%

42.4%

38.2%

34.4%

43.6%

16.6%

17.8%

21.1%

14.1%

9.8%

63.6%

77.0%

77.0%

43.9%

55.3%

49.0%

53.0%

80.7%

81.4%

66.0%

74.1%

89.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

睡
眠

身
の
回
り
の
用
事
・食

事

(交
際
・
付
き
合
い
目
的

を
除
く
)

通
勤
・移

動
時
間

仕
事

増加した 減少した 変化なし(もともと無し含む)

減少した増加した
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32.3%

16.7%

38.4%

12.0%

7.7%

15.8%

17.6%

10.5%

11.4%

30.4%

17.3%

16.4%

5.2%

4.0%

2.6%

5.0%

4.3%

2.6%

29.6%

27.9%

45.2%

14.7%

16.4%

21.2%

62.5%

79.3%

59.0%

83.1%

88.0%

81.6%

52.9%

61.6%

43.4%

54.9%

66.3%

62.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

家
事

介
護
・看

護
、
育
児

買
い
物

上
記
以
外
で
自
由
に
使

え
る
時
間

(余
暇
時
間
)

増加した 減少した 変化なし(もともと無し含む)

生活時間の使い方の変化②

（n＝10,000） （単回答）

コロナ禍による生活時間の使い方の変化(2/2)
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

“家事”は増加傾向、“買い物”は減少傾向。“余暇時間”は特に企業勤務者において増加。

減少した増加した
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7.0%

4.4%

2.2%

16.0%

9.9%
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42.6%

56.9%

50.6%

44.8%

53.6%

47.8%

42.1%

50.6%

47.4%

51.1%

60.5%

52.6%

35.8%

40.5%

27.0%

37.5%

45.3%

29.2%

4.5%

5.2%

2.4%

5.6%

5.0%

5.0%
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5.2%

42.7%
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7.8%

6.2%

8.2%

12.4%

12.0%

11.6%

17.8%

14.5%

14.8%

26.6%

23.7%

24.7%

42.2%
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企業勤務者

公務員
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専業主婦・主夫

企業勤務者
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企業勤務者

公務員

専業主婦・主夫

自
宅
で
休
養
す

る
、
家
族
団
ら
ん

を
す
る

T
V
・
D
V
D
・
C
D
な

ど
を
視
聴
・
鑑
賞

す
る

W
E
B
サ
イ
ト
・

S
N
S
・
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
閲
覧
・

利
用
す
る

読
書
、
音
楽
鑑

賞
、
園
芸
な
ど
自

宅
で
趣
味
活
動
を

す
る

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、

映
画
、
遊
園
地
、

ド
ラ
イ
ブ
、
パ
チ
ン

コ
な
ど
の
娯
楽
活

動
に
出
か
け
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ジ
ム

な
ど
の
運
動
や
散

歩
を
楽
し
む

増加した 変化なし 減少した もともとなし(現在もなし)

余暇時間の使い方の変化①

（n＝10,000） （単回答）

コロナ禍による余暇時間の使い方の変化(1/2)
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

スポーツ観戦や外出が必要な活動が減少した一方、外出不要な活動が増加。

変化なし増加した 減少した
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17.6%

18.0%

18.8%

11.0%

24.3%

31.6%

16.2%

43.9%

46.4%

25.4%
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25.9%

34.0%
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余暇時間の使い方の変化②

（n＝10,000） （単回答）

コロナ禍による余暇時間の使い方の変化(2/2)
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

“自己啓発” “資産運用等”に関する学習・情報収集は、企業勤務者において増加した人の
割合が相対的に高い。

変化なし増加した 減少した
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50.4%

32.6%

7.5%

9.5%

9.3%

5.6%

6.1%

3.4%

2.3%

17.2%

34.7%

47.4%

27.9%

5.5%

8.0%

5.2%

5.5%

3.6%

3.0%

2.0%

27.0%

24.6%

45.2%

27.6%

2.0%

3.0%

1.0%

1.5%

2.0%

1.0%

0.5%

35.7%

0% 20% 40% 60%

書籍・専門書による自習・情報収集

WEBサイト閲覧による自習・情報収集

SNS（YouTube、Instagram等）による

自習・情報収集

オンライン学習プラットフォーム

（Udemy、Schoo、スタディサプリ等）…

勤め先企業・組織主催の研修・

セミナー等への参加（集合形式）

勤め先企業・組織主催の研修・

セミナー等への参加（オンライン形式）

民間の研修・セミナー等への参加（集合形式）

民間の研修・セミナー等への参加（オンライン形式）

通信教育

大学・大学院・専門学校等の教育機関で受講

その他

企業勤務者(n=6302)

公務員(n=660)

専業主婦・主夫(n=199)

学習・情報収集の方法

“自己啓発”の学習・情報収集方法
(回答者)“自己啓発・資格取得のための学習・

情報収集”を実施している人

58.6%

43.2%

31.1%

14.3%

15.2%

15.8%

7.8%

8.3%

8.9%

3.4%

14.7%

47.1%

40.3%

28.2%

8.6%

11.7%

8.0%

6.0%

4.5%

4.8%

4.8%

24.7%

38.1%

33.7%

25.2%

5.9%

2.5%

2.0%

5.0%

3.0%

4.5%

2.0%

36.1%

0% 20% 40% 60%

書籍・専門書による自習・情報収集

WEBサイト閲覧による自習・情報収集

SNS（YouTube、Instagram等）による

自習・情報収集

オンライン学習プラットフォーム（Udemy、Schoo、

スタディサプリ等）による自習・情報収集

勤め先企業・組織主催の研修・

セミナー等への参加（集合形式）

勤め先企業・組織主催の研修・

セミナー等への参加（オンライン形式）

民間の研修・セミナー等への参加（集合形式）

民間の研修・セミナー等への参加（オンライン形式）

通信教育

大学・大学院・専門学校等の教育機関で受講

その他

企業勤務者(n=5811)

公務員(n=648)

専業主婦・主夫(n=202)

（n＝6,661） （複数回答）

“資産運用等”の学習・情報収集方法
(回答者)“資産形成・ライフプラン、資産運用についての

学習・情報収集”を実施している人

（n＝7,161） （複数回答）

“自己啓発” “資産運用等”共に、書籍やWEBサイト、SNSで情報収集する人が多い。
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Divider 1

2. コロナ禍における収入の変化と投資状況
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10.2%

7.9%

3.4%

62.6%

74.0%

68.4%

27.3%

18.1%

28.2%

0% 25% 50% 75% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

増加した 変化なし 減少した

収入の変化

（n＝10,000） （単回答）

コロナ禍による収入(世帯年収)の変化
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

約2～3割が、コロナ禍により世帯収入が減少したと回答。

減少した



13

9.20

8.20

6.20

6.60

7.20

0.20

1.00

8.40

9.00

2.00

3.406.2012.60 0.20→1.60 8.006.606.60 ←0.20 3.00 6.20 12.60

9.20

8.20 

6.20 

6.60 

7.20 

0.20 

1.00 

8.40 

9.00 

2.00 

ガイド

経済面・金銭面の不安
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

就業・雇用の不安
(回答者)全員(企業勤務者、公務員、専業主婦)

不安の状況

経済面・金銭面においては、7割前後の人が「不安」と回答。
雇用面においても、公務員以外では過半数が不安を感じているとの結果になった。

23.4%

17.9%

31.2%

48.8%

47.0%

45.6%

22.9%

29.8%

19.4%

5.0%

5.3%

3.8%

0% 25% 50% 75% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

（単回答）

14.1%

8.1%

18.6%

40.7%

28.2%

39.2%

37.0%

46.5%

31.4%

8.2%

17.2%

10.8%

0% 25% 50% 75% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

非常に不安である 少し不安である あまり不安ではない 全く不安ではない

不安である 不安ではない

（n＝10,000）

（n＝10,000） （単回答）
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ガイド投資の状況とコロナ禍の影響

（n＝10,000）

投資の検討状況
(回答者)全員

うち、投資検討あるいは投資実施の

きっかけとして“コロナ禍”を挙げた人の割合

16.0%

13.6%

11.6%

n=6,688

n=612

n=216

投資検討あるいは実施をしている人のうち、そのきっかけとして“コロナ禍”を挙げた人が
1割半ば前後存在する。

21.3%

38.8%

56.8%

14.0%

14.1%

13.6%

3.7%

3.4%

1.4%

5.7%

3.7%

4.4%

55.3%

40.0%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

投資をしようと思ったことはない・投資用口座の開設を検討したことはない

投資用口座の開設を検討したことはあるが、実際には手続きをしなかった

投資用口座の開設の手続きを開始したが、途中で止めてしまった

手続きを完了して投資用口座を開設したが、投資しなかった（投資していない）

開設した投資用口座で、実際に投資を実施したことがある

投資検討あるいは投資を実施している人

（単回答）
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ガイド(ご参考)投資実施とコロナ禍の影響

（n＝10,000）

【前頁再掲】投資の検討状況
(回答者)全員

うち、投資実施の

きっかけとして“コロナ禍”を挙げた人の割合

12.4%

10.0%

5.9%

n=4,700

n=400

n=119

実際に投資を開始したきっかけとして“コロナ禍”を挙げた人も1割前後存在する。

21.3%

38.8%

56.8%

14.0%

14.1%

13.6%

3.7%

3.4%

1.4%

5.7%

3.7%

4.4%

55.3%

40.0%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業勤務者(n=8500)

公務員(n=1000)

専業主婦・主夫(n=500)

投資をしようと思ったことはない・投資用口座の開設を検討したことはない

投資用口座の開設を検討したことはあるが、実際には手続きをしなかった

投資用口座の開設の手続きを開始したが、途中で止めてしまった

手続きを完了して投資用口座を開設したが、投資しなかった（投資していない）

開設した投資用口座で、実際に投資を実施したことがある

投資を実施している人

（単回答）



16

9.20

8.20

6.20

6.60

7.20

0.20

1.00

8.40

9.00

2.00

3.406.2012.60 0.20→1.60 8.006.606.60 ←0.20 3.00 6.20 12.60

9.20

8.20 

6.20 

6.60 

7.20 

0.20 

1.00 

8.40 

9.00 

2.00 

ガイドご留意事項

• MUFG資産形成研究所は、三菱UFJ信託銀行が、現役世代から退職後の世代までを対象に資産形成・
資産運用に関する調査・研究等の活動を行う際の呼称です。

• 本資料は情報提供を目的としたものであり、特定の金融商品の取得・勧誘を目的としたものではありません。

• 本資料に掲載の情報は作成時点のものです。また、本資料は三菱UFJ信託銀行が各種の信頼できると

考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性について保証するものではありません。

• 本資料に基づくお客様の決定、行為、及びその結果について、三菱UFJ信託銀行は一切の責任を負いません。

ご利用にあたっては、お客様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。

• 本資料は三菱UFJ信託銀行の著作物であり、著作権法により保護されております。

本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、三菱UFJ信託銀行まで

ご連絡ください。

本資料に関するお問い合わせ先

三菱UFJ信託銀行 資産形成推進部

E-mail：mufg-sisan_post@tr.mufg.jp
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